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1. 序論 

核融合炉内で発生するダストは，プラズマ閉じ込

め性能への影響が指摘されている.このため，ダスト

の輸送機構の解明は重要である[1]． 

ダスト捕集量が捕集基板への印加バイアス電圧

と共に増加するという筆者等の結果をもとに[2]，ダ

ストのサイズ，速度，帯電量などの情報を得る目的

でコンパクトドリフトチューブを開発している．今

回は，これを用いダイバータシミュレータでダスト

捕集実験を行った結果を報告する． 

2. 実験方法 

試作したコンパクトドリフトチューブは，平行に

配置した二つの平板電極（ SUS304，W/D/H：

58/9.6/100 mm）で構成されている．電極間距離は5 

mmとした．この装置をダイバータシミュレータ[3]

内に取り付けた．ドリフトチューブの入り口はター

ゲット中心からの距離r = 80 mmに位置している．一

方の平板電極は+10 Vとし，他方は壁電位とした．

ダストは電極内側に設置した低抵抗Si基板上に捕集

した（図1）．1100 Wでパルス放電させた水素ヘリ

コンプラズマとグラファイトターゲット（IG-430U）

との相互作用でダストを発生した．総放電時間は

18000秒とした．捕集ダストの形状と粒径をSEMを

用い観察した．  

3. 結果と考察 

基板上には，従来観測されている球状，フレーク

状[2, 3]に加えて，しずく状のダストが多数捕集され

た．これは球状ダストが液相にあり，基板上に衝突

した際に変形したものだと考えられる．EDXによる

組成分析により，ダストの主成分が炭素であること

が分かった．グラファイトの融点は4000Kと非常に

高いため，これらのダストは低融点の炭化水素CxHy

であると思われる．図2に各電極上におけるダストフ

ラックスの距離依存性を示す．+10 Vの電極へのダ

ストフラックスは壁電位電極に比べ1.32～3.70倍大

きい．このことは多くのダスト粒子が負に帯電して

いることを示唆している．またr = 110 mmからr = 

150 mmにかけて，両電極へのフラックスが単調に減

少している．これらの結果は，コンパクトドリフト

チューブによるダスト輸送の評価が可能であること

を示している． 
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図1. コンパクトドリフトチューブの模式図 
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図2. 各電極上のダストフラックスの距離依存性 
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